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習長 1Jt 0-2.8 -13.0 -78.9 -105.0 -114.3 -122.7 -128.2 -130.9 -133.3 (cm) 
土 質、 淡黒粘土 黒色磯 黒色砂 前二者暦頒 集淡Z正色 濃友色 時灰色黒砂 り砂土 交 E砂、 土 繁互 塊岩 安山岩 安山岩
言危 明 地 下 7Jc 7Jc少なし 内輪岩杵島熔
外部輪上
熔岩
深 E主 -140.0 -1~6.4 -157.4 ~叶-187.5卜1附 -191.4 -201.9 -205.8 (cm) 以下
土 質 暗茨色軍事 時灰色 F音灰色 暗茨仲友安晴茨色礁 暗茨色 暗茨色E繁 集暗友塊岩色交り砂土 砂土 砂土 交 P砂土山岩 交り砂土 安山岩 交 E砂土
設 明 外輪第一層熔岩以下の輝石安山岩屑片



















































なわ， 128米で集塊岩， 130.9mで内輪杵島熔岩流， 133米で外輪最上暦熔岩， 191米で外輪
第二暦熔岩と同質のコーアを得た。何て阿蘇火口原は陥淡によったものと云へる。
4).外輪第一居熔岩と同質の熔岩が出た地下 133米といふのは，栃木温泉近くの鮎返り
ぬ瀧ぞ作る造爆岩居と殆んど同じ海抜標高である。而してそゆ遁諜居も亦外輪第一麿熔岩
と同質である。
5).伺って此の位置をカルデヴ陪波時の地表とすれば，現在の外輪頂上まで 570米ほどP
の陪波があったことになる。
6).但し今回のボーリングで得た外輪熔岩コーアの厚さが 1-2米にすぎない薄いもの
であるから，カルデラ成生後の外輪崩落による轄石かも知れぬといふ疑ひもある。然しi縛
石としても此程の距離に夫れが到達するには，外輪崩落が非常に大規模で一大地費に伴生
じfこものとせねばならぬ。即ちカルデラ再度の陥落であったかも知れぬJ
7).若じさうとすれば，カルデラの全陥落深度は更に大で，或は内ノ牧で筆者が推定し
た350mとなるかも知れぬ。ボーリングを 400mまで行ふ議定の寵，経費の都合上夫れが
出来なかった。
8). 内輪杵島熔岩が地下 130米にあ.ることも注意に値するC
終りに本研究は文部省科事研究費により，叉ボーリングの監督広は南葉助教授を煩はし
た。落に厚く謝意を述べる。
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